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1.はじめに 

 コンクリートの品質管理は，主に荷卸し時のフレッシュコンクリートの状態と材齢 28 日の圧縮強度（以下，σ

28）で行っている．特に圧縮強度は，コンクリート構造物の重要管理項目であるが，コンクリートを打ち込んだ

後でしか確認することができず，コンクリートの打ち込み時に，確実に設計基準強度を確保できているかは判ら

ない．後に圧縮強度不足が判明した場合は，補修や補強などの追加工程が必要となり，工事工程や経済上の損失

も大きくなる．そこで，フレッシュコンクリートの圧縮強度即時判定技術を用いて，打ち込み時にフレッシュコ

ンクリートのσ28 を推定し，打ち込み時に圧縮強度の担保を行った品質管理方法について報告する． 

2.材齢 28 日強度の即時判定方法

フレッシュコンクリートのσ28 の推定には，短時間で容易に行うことができるマイクロ波促進養生 1)を採用し

た．この方法では，ガラス繊維で補強した耐熱性と耐久性に優れた樹脂型枠にコンクリートを詰め込み，電子レ

ンジでマイクロ波を照射して，σ28 の 1/10 程度の圧縮強度となる促進強度を計測する．この促進強度とσ28 と

の相関関係から圧縮強度を推定する方法である．促進強度計測までの手順を写真-1 に示す．型枠は，電子レンジ

に入れるため，一辺が 75mm の立方体の供試体が得られる大きさとした．また，電子レンジは，単位水量の測定方

法の一種である高周波熱乾燥法（電子レンジ法）に使用する規格と同等のものを使用した． 

このマイクロ波促進養生で得られる促進強度は，図-1に示すように，セメント水比と高い比例関係を示すため，

圧縮強度の推定が可能であることが判る． 

3.実工事における品質管理方法 

3.1 試験練り時 

 床版コンクリート工事に，この促進養生技術を適用して品質管理

を行った．先ず，試験練り時に打ち込むコンクリートの配合をベー

ス配合とし，そこから水セメント比を±5%程度変化させた配合で，

促進強度の計測を行い，図-2 に示すようなσ28 との相関図を作成

した．なお，コンクリートの設計基準強度は，30N/mm2 で，各配合

の配合表およびフレッシュ性状を表-1に示す．また，相関図に使用

した促進強度は，1 配合に付き 6 回計測を行い，平均値から標準偏

差±1σの範囲のデータを使用することで，バラツキを抑制した． 
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写真-1 促進強度測定までの手順 図-1 促進強度と C/W の関係例

図-2 促進強度とσ28との相関図
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※混和材として膨張材を 20kg/m3使用した． 

3.2 打ち込み時 

打ち込み時は，コンクリートプラントから現場での打ち

込み開始まで 45 分程度の時間があるため，出荷前にコンク

リートプラントでフレッシュ性状の確認と促進養生を行い，

強度推定した結果を現場に伝達する方法とした．また，圧

縮強度の合否判定基準は，設計基準強度とした． 

打ち込み当日のコンクリートのフレッシュ性状を表-2 に，

促進強度を表-3 に示す．促進強度は，6 回計測を行い，試

験練り時と同様に平均値から標準偏差±1σの範囲を有効

として平均した．  

3.3 推定強度の精度と品質管理方法 

得られた促進強度と試験練り時に作成した図-2 から，打ち込むコンク

リートのσ28 を推定した．その結果，推定σ28 は，43.6N/mm2と設計基準

強度 30N/mm2を満足していることを確認した．また，荷卸し時に採取した

コンクリートのσ28 と今回の推定強度との比較を行った．表-4 に示すよ

うに，今回は，推定強度の誤差が 2%程度と非常に高かった． 

この圧縮強度の即時判定をコンクリートの品質管理に取り入れる

ことで，表-5 に示すように，全ての品質管理項目を荷卸し時に検査

でき，確実な品質のコンクリートを施工できる．また，マイクロ波促

進養生を行う際には，採取したコンクリートのフレッシュ性状の確認

も合わせて行うため，輸送時のフレッシュ性状の品質変動もとらえる

ことができ，より一層質の高い品質管理が可能となる． 

4.まとめ 

 実際のコンクリート工事で圧縮強度の即時判定を取り入れた品質管理を行った．今回の試験により，得られた

結果を以下に示す． 

(1)マイクロ波促進養生を利用することで，輸送から打ち込みまでの短時間に圧縮強度の推定が可能である． 

(2)標準養生供試体と推定強度との誤差は，2%程度と非常に高かった． 
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図-3 施工方法

表-2 コンクリートのフレッシュ性状
表-3 促進養生の結果

表-4 推定強度との誤差

表-1 コンクリートの配合とフレッシュ性状

表-5 品質管理項目と品質管理時期
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